
2022 年度第 95 回日本内分泌学会学術総会では、下記の指定講演の受講でそれぞれ 1 単位取得できます。 取得で
きる単位数の上限は、1 年度につき合計 8 単位までです。（学術総会と Update の合計）

内分泌代謝科専門医　指定講演

指定
講演 セッション名 領域 演題名

I 教育講演 1 内科 甲状腺癌における分子標的治療の最前線
II 教育講演 2 内科 高齢者の甲状腺機能低下症
III 教育講演 3 内科 妊娠と甲状腺機能亢進症
IV 教育講演 4 内科 低ナトリウム血症の診断と治療
V 教育講演 5 内科 先端巨大症の診断と治療
VI 教育講演 6 内科 下垂体機能低下症の治療
VII 教育講演 7 内科 Cushing 症候群の診断と治療
VIII 教育講演 8 内科 原発性アルドステロン症患者の最適管理を目指す
IX 教育講演 9 内科 画像所見から副腎偶発腫瘍を鑑別する
X 教育講演 10 内科 内分泌代謝と肝疾患
XI 教育講演 11 泌尿器科 テストステロンと肥満・メタボリックシンドローム
XII 教育講演 12 小児科 先天性内分泌疾患の遺伝学的検査 update
XIII 教育講演 13 産婦人科 子宮内環境と着床障害
XIV 教育講演 14 内科 経口血糖降下薬アップデート
XV 教育講演 15 内科 インスリンと GLP-1 受容体作動薬が織りなすこれからの糖尿病の注射療法
XVI 教育講演 16 内科 内分泌疾患と糖尿病
XVII 教育講演 17 内科 血圧管理と腎疾患制御からみた糖尿病性腎臓病の最適治療と SGLT ２阻害薬の意義
XVIII 教育講演 18 内科 １型糖尿病の治療 ―インスリンの歴史から実際、そして最新治療まで―
XIX 教育講演 19 内科 肥満症、そして生活習慣病治療への挑戦 - その成果、省察、今後の展望 -
XX 教育講演 20 内科 骨粗鬆症の治療アップデート
XXI 教育講演 21 内科 続発性骨粗鬆症の診断と治療
XXII 教育講演 22 内科 ビタミン D 欠乏の臨床的意義
XXIII 教育講演 23 内科 内分泌代謝疾患と腸内細菌叢
XXIV 教育講演 24 小児科 先天性内分泌疾患の包括的遺伝子診断
XXV 教育講演 25 脳神経外科 下垂体腺腫の外科治療と周術期管理
XXVI 教育講演 26 産婦人科 糖尿病と妊娠 Update

XXVII 教育講演 27 教育 サブスペシャルティ専門医としての内分泌代謝・糖尿病専門医

・聴講には、学会参加登録が必要です。WEB 開催ページより参加登録を行ってください。
・セッションは、各 30 分です。
・対象の指定講演を最後まで聴講しますと、受講修了証がダウンロード可能になります。
　最後まで聴講された方に学会事務局にて単位登録致します。
・受講修了証はお名前をご記入の上、大切に保管しておいてください。
・聴講は、2022 年 6 月 2 日～ 7 月 31 日の期間中可能です。
・MyWeb への反映は上記期間終了後、1 か月程度かかります。
（2018 年度以降新専門医制度で研修を開始された専攻医の方にも指定講演の聴講が必要と案内しておりましたが、
制度の大幅な変更により、不要となりました。）

お問い合わせは、視聴方法については第 95 回日本内分泌学会学術総会 運営事務局（jes2022@c-linkage.co.jp）、
単位については日本内分泌学会 専門医認定部会事務局（senmoni@endo-society.or.jp）までお願いします

指定講演による専門医資格更新のための単位取得について


